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教育長が教育委員会に報告する事項 
 
令和６年７月２４日              担当課（教育研究所・学校教育課） 

報 告 事 項 報  告  内  容 
（１）大館市教職員「夏季
研修会」及び「ＩＣＴ活用
研修講座」について 

大館市教職員の「夏季研修会」及び「ＩＣＴ活用研修
講座」を、次のとおり実施します。 

 
１. 開催期日 

令和６年７月３１日（水） 
１時限目  ８：３０～１０：００ 
２時限目 １０：２０～１１：５０ 
３時限目 １３：３０～１５：００ 
４時限目 １５：２０～１６：２０ 

 
２. 開催場所 
  秋田職業能力開発短期大学校  
 
３. 研修講座 
  研修講座は１７講座あり、各時限４～５つの講座か

ら１つを選択。 
  １人２講座以上選択可能。 
 
４．講座内容 
  詳しい内容は、実施要項を参照してください。 

 







教育長が教育委員会に報告する事項 
 
令和６年７月２４日                     担当課（生涯学習課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

（２）大館市生涯学習推

進協議会委員の委嘱につ

いて 

大館市生涯学習推進協議会委員について、関係機関から

の推薦により選出した委員に変更が生じたため、前任者の

残任期間を委嘱しましたので報告します。 

 

 



教育長が教育委員会に報告する事項 
 

令和６年７月２４日                    担当課（生涯学習課） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

（３）大学公開講座の開
催について 

７月２日から４日までの３日間にわたり、秋田看護福祉大
学のキャンパスにおいて、大学公開講座を開催しました。 
講座は、市民の多様化・高度化する学習のニーズに応える

ため開催したもので、地域の高等教育機関との連携により、
専門性の高い講座内容となっています。 
受講者の中には高校生も数名おり、講義内容はもとより今

年度から申込方法に二次元コードを活用したことも、受講者
の増加につながったものと推測されます。 
１０月には、秋田職業能力開発短期大学校での公開講座も

予定していますので、引き続き、多くの市民に受講していた
だけるよう努めてまいります。 

 
【講座内容】 
７/２ 「当たり前」を問い直す 
７/３ あなたにとって接遇とは何ですか 
７/４ 災害は、ある日突然！     

受講者数 総計１３２人 
                 （Ｒ５年度 ８８人） 
    
 

 



教育長が教育委員会に報告する事項 

 

令和６年７月２４日                       担当課（中央公民館） 

報 告 事 項 報   告   内   容 

（４）大館市老壮大学館

外研修の実施について 

大館市老壮大学では、６月１９日に館外研修で男鹿市を訪

れ、学生たちは男鹿半島に伝わる歴史や文化を学んだほか、

民俗行事に触れるなど、充実した１日を過ごしました。 
 最初に訪れた男鹿真山伝承館では、伝統としきたりを厳粛

に受け継ぐ真山地区のナマハゲ習俗を体験できる講座に参加

し、ナマハゲに扮する二人が荒々しい奇声を上げて歩き回る

迫力ある演技に圧倒されていました。 
真山神社では、宮司から神社の由来や御神木について説明

を受け、うなずきながら熱心に聞き入っていました。 
最後の研修先である男鹿水族館では、普段見ることのない

海の生き物に夢中になり、出発時間直前まで館内を回ってい

ました。 
帰路に着くバスの車内では、学生たちのみやげ話で大いに

盛り上がり、実りある研修旅行となりました。 
 
≪令和６年度 老壮大学 館外研修≫ 

１．参加者数 ３６名（老大生３３名、講師１名ほか） 
２．研 修 先 男鹿真山伝承館、なまはげ館、真山神社、 

入道崎（昼食）、男鹿水族館 GAO 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

男鹿真山伝承館



教育長が教育委員会に報告する事項 
 

令和６年７月２４日                    担当課（歴史文化課） 
報 告 事 項     報   告   内   容 

（５）大館城跡発掘調
査の現地説明会につ
いて 
 
 
 
 
 
 
 

 ６月２９日、字三ノ丸地内で大館城跡発掘調査の現地説明

会を開催しました。 
 この調査は、秋田県信用保証協会大館支所の事務所新築工

事に伴い、５月から６月にかけて行いましたが、想定してい

た江戸時代より古い建物群が見つかったことから、埋め戻す

前に調査の成果を公開したものです。 
三ノ丸地区は、江戸時代には大館城の一部として佐竹氏家

臣の屋敷が存在していたものの、それ以前のことは分かって

いませんでしたが、今回の調査で約５００年前の室町時代の

ものと推定される竪穴
たてあな

建物
たてもの

跡
あと

などが見つかりました。 
竪穴建物跡は工房や納屋と考えられ、発掘した５軒のうち

２軒からは１５世紀後半～１６世紀後半の陶磁器が出土し、

中世の遺構群が発見できたことで、浅利勝頼
あさりかつより

が天文
てんぶん

１９（１

５５０）年以降に大館城を築城したという記録と符合するた

め、中世大館城の姿がおぼろげながら見えてきました。  
そのほか、平安～鎌倉時代に使われていたと思われる深さ

約２メートルの井戸の跡が見つかり、底面付近からは土師器
は じ き

小皿
こざ ら

（かわらけ）が出土したことから、奥州藤原氏の関連遺

跡とされている矢立
やた て

廃寺
はい じ

跡
あと

と本遺跡がつながる可能性が高

くなってきました。 
 また、平安時代の円形

えんけい

周
しゅう

溝
こう

（墓）と思われる溝も見つかり

ました。 
 当日は炎天下にもかかわらず、市内外から多くの方が参加

し、中世の大館に思いを馳せていました。 
 今後、大館城跡発掘調査の特別展を開催し、広く大館市の

宝を発信するとともに、文化財に対する保護の意識を醸成し

てまいります。 
 〇参加者 １回目 １０時～      ４３人 

 ２回目 １３時３０分 ～  ２３人 

 

 

 

 

 

     遺構の説明        出土遺物の説明 



教育長が教育委員会に報告する事項 
 

令和６年 7月２４日                担当課（歴史文化課） 
報 告 事 項     報   告   内   容 

（６）特別展の開催に
ついて 
 
 
 
 
 
 
 

 大館郷土博物館では、７月１３日から「田中
たなか

孝一
こういち

氏を偲ん

で 大館郷土博物館所蔵 戸嶋
とし ま

靖
やす

昌
まさ

全作品展」を開催してい

ます。 
 銀座・清澄

きよすみ

画廊の田中孝一氏は、２００７年に戸嶋遺作展

の開催依頼のため当館を初めて訪れ、同年８月に「望郷５０

年 魂の画家・戸嶋靖昌展」を開催して以来、戸嶋作品を含

む田中氏のコレクション（通称「清澄コレクション」）が当館

へ寄贈されるようになり、これまでに計３２０点（うち戸嶋

作品６９点）が当館の所蔵となりました。 
 清澄コレクションの展覧会（今回１０回目）は当館の夏の

風物詩となり、田中氏も毎年来訪され、来館者との交流を深

めてきましたが、令和６年１月、逝去されたことから、田中

氏を悼み、当館に寄贈していただいた全作品を展示していま

す。 
〇期 間 ８月１８日(日)まで 

〇入場料 一般３３０円/大学生以下無料（期間中のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

議  事  の  経  過 

 開会  午後２時００分 
 
教育長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各課長 
 
 
 
 
 
 
教育長 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ただ今より教育委員会会議を始めます。 

 会議録署名委員については、私と根田委員にお願いします。 
   
会議録についていかがだったでしょうか。 
 
（「異議なし」の声あり） 
 
それでは、承認とさせていただきます。 

では、４の教育長の報告事項をお願いします。 
 
（「（１）大館市教職員｢夏季研修会｣及び｢ＩＣＴ活用研修講座｣について」、 
「（２）大館市生涯学習推進協議会委員の委嘱について」、 
「（３）大学公開講座の開催について」、 
「（４）大館市老壮大学館外研修の実施について」、 
「（５）大館城跡発掘調査の現地説明会について」、 
「（６）特別展の開催について」を資料により報告） 

 
ご意見、ご質問はございませんか。 

 
質問ではないのですが、大学公開講座の開催について感想を述べさせてい

ただきます。 
３日間参加させていただいて、みんなが意識しなければいけないようなこ

とを改めて身近に感じさせられて、とてもいい講座だったと思います。 
「当たり前を問い直す」というのがありましたが、例えば私たちが普段障

害を持った方々を見るときに何かお手伝いしようと思っても、障害を持って
いる方々の気持ちをわからないまま余計な手助けをしたり、自発的にやろう
としていることをかえって邪魔して手を差し伸べたり、そういうことを改め
て考えさせられたと思いました。 
それから「あなたにとって接遇とは何ですか」ということに関しては、地

域の看護師さんたちを育ててくださっている先生方の思いが伝わってきて、
患者さんに立ち向かう姿勢や、地域を守ろうとする気持ち、看護師の立場か
らだけではなく、市民の立場から全体を考えていこうという教えを先生方が
しっかりとやってくださっていることが、地域と一体になっている学校であ
るということを改めて感じることができました。 
「災害は、ある日突然！」ということに関しましては、秋田市でも昨年災

害がありましたし、大館市でも何年か前に駅前が大変な災害だったことがあ
りました。 
本当に意識しない、考えてもいないときに突然訪れる災害に対する私たち

の心構え、それを改めて先生から教えを受けて、自分なりに考えさせられる



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教育長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ことが大変多く、もっとたくさんの方に聞いてほしいなと思いました。 
３回とも参加している国際情報の高校生がおりまして、大変熱心に聞かれ

ていて、大館の将来も明るいなという気持ちで参加させていただきました。
ありがとうございました。 
それからもう１つ、特別展の開催にも行きました。 
田中孝一さんは、十数年も前から毎年大館市にいらしていただいて、戸嶋

作品に対して説明をしてくださったり、また熱心に大館市のことを愛してく
ださって、本当にありがたいことだと思いました。 
大変いい展覧会なので、皆さんもぜひ行って田中孝一さんを偲んでほしい

なと思います。 
 
大館城跡発掘調査の現地説明会についてのお礼です。 
私の娘も午前中にご一緒させていただきまして、暑い中、職員の皆さんに

はあのような説明会を開いていただいて大変だったと思います。感謝申し上
げます。 
私が娘から聞いて思ったのは、時代として何層も重なっているものが自分

たちが住んでいるところから出てくるという衝撃と、このタイミングで信用
保証協会さんが建て直すことで出てきたことで、我々が触れられるというこ
とに本当にありがたいことだと思います。 
昨年度も市役所跡の説明会も開催していただきましたが、今回の報告の中

では特別展を開いていただけるということだったので、それも楽しみに待ち
たいと思います。 
 
私も見せていただいたのですが、まず感じたのは、三ノ丸のあの場所が、

縄文時代から現代に至るまで住みよい土地として、どの時代でも同じだった
ことです。 
それから、中世の浅利の遺跡が出てきたというのが、これまで記録にはあ

ったのだけれども、やはり考古学的な実証的な遺跡として意義があると思い
ます。 
歴史的に見て一番私がこれだと思ったのは、奥州平泉の遺跡から出てくる

「かわらけ」です。手づくねのかわらけというものでろくろ式でないかわら
けなのです。それが出てきたし、実は大館の平泉関係の遺跡としては矢立廃
寺、ここにも書いていますけれども矢立廃寺からの発掘で平泉４点セットと
いうものが出ています。かわらけを含めて白磁だったり常滑産や渥美産の壺
だったりですね。これって東北の中で１２か所しか出ていないんです。 
ということは、おそらく矢立廃寺といわれるものは、平泉直系の、昔で言

えば東大寺国分寺の関係にある、そういう寺院であっただろうということを
強く推定できるものでありまして、しかもその同じ大館盆地の中で、今回の
三ノ丸と同じような陶器が出てきているというのは、たまたまではなくて、
極めて奥州平泉との関わりが強い土地だということが推定できると思いま
す。 
というわけで、委員の娘さんだけではなく私もわくわくして見ておりまし



 

 
 
 
 
 
 
 
 
委員 
 
 
 
 
 
 
教育長 
 
 
各課長 
 
 
教育長 
 
委員 
 
 
 
 
学校教育課長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員 

た。ちょうど今月の３０日に平泉を中心とした一関市や北上市周辺の、２市
２町の「ときめき世界遺産塾」という、子どもたちに平泉の歴史を伝えてい
くためのツアーをやっているそうで、３０日午後には大館の錦神社と西木戸
神社を見学するということでありますので、平泉の教育長もいらっしゃると
思います。 
私も行って、今回のその発掘の話などに触れたいなと思っています。 
他にございませんでしょうか。 
 
歴史文化課のＳＮＳをたまに見ることがあるのですが、非常にいい発信を

されているなと感心しております。 
この発掘の後ですとか今回の特別展のことにつきましても、ことあるごと

にしっかりと発信されているので、こういう発信を積み重ねていくことが、
生涯学習という意味で裾野を広げていくのだろうなということを感じていま
すので、ぜひ引き続きよろしくお願いできればなと思います。 
 
他にはございませんか。なければ、報告はこれにて終わらせていただきま

して、議事に入ります。説明をお願いします。 
 
（「協議第２４号 令和６年度９月補正歳出予算要求の概要について」を資
料により説明） 
 
ご意見、ご質問等はございませんか。 
 
教育研究所の方についてお伺いしたいと思います。 
２つ目のふるさとキャリア教育ステップアップ事業で、「３校の」という

ご紹介をいただきましたが、その事業の内容について、おわかりでしたらお
知らせいただきたいと思います。 
 
３校は、城南小学校と西館小学校、東中学校です。城南小学校は、「大館

の食をＣＭで発信しよう」ということで、具体的には大館市の食の良さや課
題について作成したリーフレットを基に考え、ＣＭの撮影、編集、制作を行
う内容です。 
西館小学校では、ちょうど１５０周年を迎えるに当たり、スカイランタン

を地域の人も巻き込んで一緒に夜空に放つということです。 
東中学校は、「天晴れ！鳳凰ダンスで大館に元気を届けます」ということ

で、ダンスパフォーマンス用のＴシャツを皆で揃えてそれを東中祭やきりた
んぽまつりなどで披露し、東中生のエネルギーで地域を明るくするというこ
とです。 
ちなみに、ダンスの曲は、ダックスムーンにお願いしているということで

す。 
 
消火器は、何年くらいで交換するのですか。 



 

 
生涯学習課長 
 
 
 
 
委員 
 
 
生涯学習課長 
 
 
委員 
 
 
生涯学習課長 
 
 
教育総務課長 
 
 
教育長 
 
 

 
消火器の種類によって違います。今回の５０型は大きい消火器であり、交

換時期が１０年ということで、今回点検したときに年数が過ぎていたため速
やかに交換することにしました。 
種類によって年数が違うということです。 
 
種類によって違うということは、メーカーによって違うということですか。

それとも消火器の内容によってですか。 
 
消火器の形式でも違いますし、メーカーによっても違いますけれども、消

火器の型式による年数違いの方が多いと思います。 
 
いろいろなところに消火器があるでしょうから、丁寧にチェックしておか

ないといけませんね。いざというときに使えないと大変ですからね。 
 
何年かごとに予算をあげて交換するようになっており、市ではきちんとシ

ールで管理されています。 
 

（「来月の開催日程」について） 
 
 
委員の皆さまから何かございませんか。 
それでは、以上を持ちまして、教育委員会会議を終了いたします。 

 
 
 
 
 
 
 

 会議終了時刻  午後４時４５分 
           


